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(57)【要約】
【課題】多数の通信装置において電力の断が発生しても
、電力の断を示す情報の取りこぼしを防ぐこと。
【解決手段】保護回路２０６は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８
へ供給される電源を、商用電源１３からＯＮＵ装置１１
０へ供給されるＯＮＵ電力の断から一時的に保護する。
ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＯＮＵ電力の断が検出された
場合は、たとえばＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３を介し
た通信の断を検出してもイベントノーティフィケーショ
ンＯＡＭフレームは送信せずに、ダイイングギャスプＯ
ＡＭフレームを送信する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１通信インタフェースを介する通信の断を検出した場合に、前記通信の断を示す情報
を、第２通信インタフェースを介して送信する通信回路と、
　前記通信回路へ供給される電力の断を検出した場合に、前記通信回路に電力を供給する
保護回路と、
　を備え、
　前記通信回路は、前記電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力
によって、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して送信し、
　前記電力の断と前記通信の断の両方を検出した場合、前記通信の断を示す情報と、前記
電力の断を示す情報のうち、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを
介して送信する、
　ことを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　自装置はパッシブオプティカルネットワークにおける加入者側の光通信装置であり、
　前記第２通信インタフェースは前記パッシブオプティカルネットワークにおける収容局
側の光通信装置との間の通信インタフェースである、
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　複数の第１通信装置と、第２通信装置と、を含む通信システムにおいて、
　前記複数の第１通信装置のそれぞれは、第１通信インタフェースを介する通信の断を検
出した場合に、前記通信の断を示す情報を、第２通信インタフェースを介して前記第２通
信装置へ送信する通信回路と、前記通信回路へ供給される電力の断を検出した場合に、前
記通信回路に電力を供給する保護回路と、を備え、
　前記通信回路は、前記電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力
によって、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して前記第２通
信装置へ送信し、前記電力の断と前記通信の断の両方を検出した場合、前記通信の断を示
す情報と、前記電力の断を示す情報のうち、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信イ
ンタフェースを介して前記第２通信装置へ送信し、
　前記第２通信装置は、前記複数の第１通信装置から送信された前記通信の断を示す情報
および前記電力の断を示す情報を格納する格納部と、前記格納部によって格納された情報
を出力する出力部と、を備える、
　ことを特徴とする通信システム。
【請求項４】
　第１通信インタフェースを介する通信の断を検出した場合に、前記通信の断を示す情報
を、第２通信インタフェースを介して送信する通信回路と、前記通信回路へ供給される電
力の断を検出した場合に、前記通信回路に電力を供給する保護回路と、を備える通信装置
による通信方法であって、
　前記電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力によって、前記電
力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して送信し、
　前記電力の断と前記通信の断の両方を検出した場合、前記通信の断を示す情報と、前記
電力の断を示す情報のうち、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを
介して送信する、
　ことを特徴とする通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置、通信システムおよび通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、ＦＴＴＨ（Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ　Ｈｏｍｅ）の光通信システムの１つとし
てＰＯＮ（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）システムが知られている
（たとえば、下記特許文献１，２参照。）。また、電源電圧が所定のレベルを下回ってい
た場合に、電源回路から電力供給を受けて動作する監視回路から出力される警報情報をＡ
ＮＤ回路で遮り、その警報情報の収集を禁止する技術が知られている（たとえば、下記特
許文献３参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１０３５３２号公報
【特許文献２】特開２０１３－１７２４０４号公報
【特許文献３】特開平９－８３６１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来技術では、たとえば停電等により一斉に多数の通信装置に
おいて電力の断が発生した場合に、多数の通信装置から各種の通知メッセージがバースト
的に監視装置へ発出される。このため、監視装置において、電力の断を示す情報の取りこ
ぼしが発生するという問題がある。
【０００５】
　１つの側面では、本発明は、多数の通信装置において電力の断が発生しても、電力の断
を示す情報の取りこぼしを防ぐことができる通信装置、通信システムおよび通信方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明の一側面によれば、第１通信イン
タフェースを介する通信の断を検出した場合に、前記通信の断を示す情報を、第２通信イ
ンタフェースを介して送信する通信回路と、前記通信回路へ供給される電力の断を検出し
た場合に、前記通信回路に電力を供給する保護回路と、を備える通信装置において、前記
電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力によって、前記電力の断
を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して送信し、前記電力の断と前記通信の
断の両方を検出した場合、前記通信の断を示す情報と、前記電力の断を示す情報のうち、
前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して送信する通信装置、通
信システムおよび通信方法が提案される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一側面によれば、多数の通信装置において電力の断が発生しても、電力の断を
示す情報の取りこぼしを防ぐことができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施の形態にかかる通信システムの一例を示す図である。
【図２】図２は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置の一例を示す図である。
【図３】図３は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置の保護回路の一例を示す図である。
【図４】図４は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置のＭＡＣ＿ＬＳＩの一例を示す図である
。
【図５】図５は、実施の形態にかかるＯＬＴ装置のＰＯＮインタフェースカードおよびコ
ントロールインタフェースカードの一例を示す図である。
【図６】図６は、実施の形態にかかる通信システムにおけるＯＮＵ装置電源断時のＯＡＭ
フレームの送信処理の一例を示すシーケンス図である。
【図７】図７は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置におけるＯＮＵ装置電源断時の各部の電
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圧の変化を示す図である。
【図８】図８は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置によるダイイングギャスプＯＡＭフレー
ムの発出処理の一例を示すフローチャートである。
【図９】図９は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置によるイベントノーティフィケーション
ＯＡＭフレームの発出処理の一例を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームの一例を
示す図である。
【図１１】図１１は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームのＦｌａ
ｇｓフィールドの一例を示す図である。
【図１２】図１２は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームのＣｏｄ
ｅフィールドの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に図面を参照して、本発明にかかる通信装置、通信システムおよび通信方法の実施
の形態を詳細に説明する。
【００１０】
（実施の形態）
（実施の形態にかかる通信システム）
　図１は、実施の形態にかかる通信システムの一例を示す図である。図１において、破線
２１は外部インタフェースとの配線を示し、実線２２は電源供給用の配線を示す。図１に
示すように、実施の形態にかかる通信システム１００は、５１２個のＯＮＵ装置１１０（
＃１～＃５１２）と、光カプラ１２１～１２８と、ＯＬＴ装置１３０と、を含むＰＯＮシ
ステムである。ＯＮＵはＯｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｎｉｔ（加入者側端末）の
略である。ＯＬＴはＯｐｔｉｃａｌ　Ｌｉｎｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ（収容局側端末）の略
である。また、通信システム１００は、たとえば通信速度が１０［Ｇｂｐｓ］の１０ＧＥ
－ＰＯＮである。１０ＧＥ－ＰＯＮはＧｉｇａｂｉｔ　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ－ＰＯＮの略で
ある。Ｅｔｈｅｒｎｅｔは登録商標である。
【００１１】
　なお、図１に示すＯＮＵ装置１１０や光カプラの数は一例であり、ＯＮＵ装置１１０や
光カプラの数は任意の数とすることができる。また、通信システム１００は、１０ＧＥ－
ＰＯＮに限らず、たとえば通信速度が１［Ｇｂｐｓ］のＧＥ－ＰＯＮなど各種のＰＯＮ（
パッシブオプティカルネットワーク）システムとすることができる。
【００１２】
　つぎに、ＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５１２）のうちのＯＮＵ装置１１０（＃１）につ
いて説明するが、ＯＮＵ装置１１０（＃２～＃５１２）についてもＯＮＵ装置１１０（＃
１）と同様の構成にすることができる。ＯＮＵ装置１１０（＃１）は、光カプラ１２１を
介してＯＬＴ装置１３０と接続されている。図１に示す例では、ＯＮＵ装置１１０（＃１
）は、光カプラ１２１を介してＯＬＴ装置１３０のＰＯＮインタフェースカード１３１（
＃１）のＰＯＮポート１３２（＃１）に接続されている。
【００１３】
　また、ＯＮＵ装置１１０（＃１）のＵＮＩ（Ｕｓｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ：ユーザネットワークインタフェース）ポートにはパーソナルコンピュータ１１が
接続されている。また、ＯＮＵ装置１１０（＃１）のＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ポートにはＶｏＩＰ電話機１２が接続されている
。また、ＯＮＵ装置１１０（＃１）には商用電源１３が接続されている。商用電源１３は
ＯＮＵ装置電源をＯＮＵ装置１１０（＃１）へ供給する。ＯＮＵ装置１１０（＃１）は商
用電源１３から供給されるＯＮＵ装置電源によって動作する。
【００１４】
　ＯＮＵ装置１１０（＃１）は、パーソナルコンピュータ１１およびＶｏＩＰ電話機１２
から送信された信号（電気信号）を光信号に変換し、変換した光信号を、光カプラ１２１
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を介してＯＬＴ装置１３０のＰＯＮインタフェースカード１３１（＃１）へ送信する。ま
た、ＯＮＵ装置１１０（＃１）は、ＯＬＴ装置１３０のＰＯＮインタフェースカード１３
１（＃１）から送信された光信号を受信し、受信した光信号から得られた信号（電気信号
）をパーソナルコンピュータ１１およびＶｏＩＰ電話機１２へ送信する。
【００１５】
　光カプラ１２１のＯＮＵ側は、ＰＯＮインタフェース（ＰＯＮ－ＩＦ）を介して６４個
のＯＮＵ装置１１０（＃１～＃６４）と接続されている。同様に、光カプラ１２２～１２
８のそれぞれのＯＮＵ側は、ＰＯＮインタフェース（ＰＯＮ－ＩＦ）を介して６４個のＯ
ＮＵ装置１１０と接続されている。
【００１６】
　また、光カプラ１２１のＯＬＴ側は、ＰＯＮインタフェース（ＰＯＮ－ＩＦ）を介して
ＯＬＴ装置１３０のＰＯＮインタフェースカード１３１（＃１）のＰＯＮポート１３２（
＃１）と接続されている。同様に、光カプラ１２２～１２８のＯＬＴ側は、ＰＯＮインタ
フェース（ＰＯＮ－ＩＦ）を介して、それぞれＯＬＴ装置１３０のＰＯＮインタフェース
カード１３１（＃１）のＰＯＮポート１３２（＃１～＃８）と接続されている。
【００１７】
　ＯＬＴ装置１３０は、Ｎ個（Ｎは１以上の自然数）のＰＯＮインタフェースカード１３
１（＃１～＃Ｎ）と、コントロールインタフェースカード１３３と、を備える。ＰＯＮイ
ンタフェースカード１３１（＃１）について説明するが、ＰＯＮインタフェースカード１
３１（＃２～＃Ｎ）についても同様である。
【００１８】
　ＰＯＮインタフェースカード１３１（＃１）は、光カプラ１２１～１２８と接続された
ＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５１２）との間で光通信を行う光通信装置であり、８個のＰ
ＯＮポート１３２（＃１～＃８）を備える。ＰＯＮポート１３２（＃１～＃８）は、それ
ぞれ光カプラ１２１～１２８と接続されている。たとえば、ＰＯＮインタフェースカード
１３１（＃１）は、ＰＯＮポート１３２（＃１）を用いて、ＯＮＵ装置１１０（＃１～＃
６４）との間で光通信を行う。
【００１９】
　コントロールインタフェースカード１３３は、ＰＯＮインタフェースカード１３１（＃
１～＃Ｎ）と、ＯＬＴ装置１３０の外部の装置との間の制御インタフェースであり、ＣＯ
Ｍポート１３４（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｐｏｒｔ）を有する。たとえばＣＯＭポ
ート１３４にシステム管理者のパーソナルコンピュータ１４を接続することにより、パー
ソナルコンピュータ１４とＰＯＮインタフェースカード１３１（＃１～＃Ｎ）との間で情
報の入出力が可能になる。
【００２０】
　本願発明は、一例としては、停電等によりＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５１２）におい
て一斉にＯＮＵ装置電源の断（電源の断）が発生した場合における、ＯＮＵ装置１１０（
＃１～＃５１２）からＯＬＴ装置１３０へのＯＡＭフレームの送信に適用することができ
る。ＯＡＭはＯｐｅｒａｔｉｏｎ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎ
ｃｅ（保守管理機能）の略である。ただし、本願発明は、ＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５
１２）の全てに適用しなくてもよく、ＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５１２）の一部に適用
してもよい。
【００２１】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置）
　図２は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置の一例を示す図である。図２において、図１に
示した部分と同様の部分については同一の符号を付して説明を省略する。また、図２にお
いて、破線２３は装置内の主信号（ユーザデータ）用の配線を示し、破線２４は電源監視
用の配線を示す。図１に示したＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５１２）の少なくともいずれ
かは、たとえば図２に示すＯＮＵ装置１１０により実現することができる。
【００２２】
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　図２に示すＯＮＵ装置１１０は、１次電源回路２０１と、ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回
路２０２と、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３と、ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４と、を
備える。また、図２に示すＯＮＵ装置１１０は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０５と
、保護回路２０６と、電圧監視ＬＳＩ２０７と、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８と、ＰＯＮ光モジ
ュール２０９と、を備える。ＭＡＣはＭｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（メデ
ィアアクセス制御）の略である。ＬＳＩはＬａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉ
ｏｎ（大規模集積回路）の略である。
【００２３】
　１次電源回路２０１は、商用電源１３から供給されたＯＮＵ装置電源の電圧変換を行い
、電圧変換により得られた電源をＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２およびＭＡＣ＿Ｌ
ＳＩ用２次電源回路２０５へ供給する。ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２は、１次電
源回路２０１から供給された電源の電圧変換を行い、電圧変換により得られた電源をＵＮ
Ｉ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４へ供給する。
【００２４】
　ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３は、ＯＮＵ装置１１０のＵＮＩポートを介してパーソナ
ルコンピュータ１１と接続される通信インタフェース（トランスミッタ）である。たとえ
ば、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３は、パーソナルコンピュータ１１から送信された上り
信号（電気信号）に対する物理層（ＰＨＹ層）の処理を行い、物理層の処理を行った上り
信号をＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ出力する。また、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３は、ＭＡ
Ｃ＿ＬＳＩ２０８から出力された下り信号（電気信号）に対する物理層の処理を行い、物
理層の処理を行った下り信号をパーソナルコンピュータ１１へ送信する。また、ＵＮＩ＿
ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３は、ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２から供給される電源を用
いて動作する。
【００２５】
　ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４は、ＯＮＵ装置１１０のＶｏＩＰポートを介してＶｏ
ＩＰ電話機１２と接続される通信インタフェース（トランスミッタ）である。たとえば、
ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４は、ＶｏＩＰ電話機１２から送信された上り信号（電気
音声信号）に対する物理層の処理を行い、物理層の処理を行った上り信号をＭＡＣ＿ＬＳ
Ｉ２０８へ出力する。また、ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８
から出力された下り信号（電気音声信号）に対する物理層の処理を行い、物理層の処理を
行った下り信号をＶｏＩＰ電話機１２へ送信する。また、ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０
４は、ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２から供給される電源を用いて動作する。
【００２６】
　ＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０５は、１次電源回路２０１から供給された電源をＭ
ＡＣ＿ＬＳＩ２０８の動作電圧に変換する電圧変換を行う。そして、ＭＡＣ＿ＬＳＩ用２
次電源回路２０５は、電圧変換により得られた電源を、ＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源として、保
護回路２０６を介してＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ供給する。
【００２７】
　保護回路２０６は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０５から供給されるＭＡＣ＿ＬＳ
Ｉ用電源の断が発生した場合に、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ供給されるＭＡＣ＿ＬＳＩ用電
源の急激な断を回避してＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８を保護する保護回路である。ＭＡＣ＿ＬＳ
Ｉ用２次電源回路２０５から供給されるＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源の断は、たとえば商用電源
１３からＯＮＵ装置１１０へ供給されるＯＮＵ装置電源の断により発生する。
【００２８】
　保護回路２０６により、たとえば商用電源１３からＯＮＵ装置１１０へ供給されるＯＮ
Ｕ装置電源の断が発生した場合に、電源断通知であるダイイングギャスプ（Ｄｙｉｎｇ　
Ｇａｓｐ）をＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８からＯＬＴ側へ発出することが可能になる。ダイイン
グギャスプは、たとえば、停電などの回復不能な状態を通知する制御信号である。
【００２９】
　電圧監視ＬＳＩ２０７は、１次電源回路２０１の出力電圧を監視することにより、商用



(7) JP 2017-195555 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

電源１３からＯＮＵ装置１１０へ供給されるＯＮＵ装置電源の断を検出する検出部である
。たとえば、電圧監視ＬＳＩ２０７は、１次電源回路２０１からＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電
源回路２０５へ出力される電源を分岐して入力することによりＯＮＵ装置電源の電圧を監
視することができる。または、電圧監視ＬＳＩ２０７は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電源回路
２０５から保護回路２０６へ出力される電源を分岐して入力することによりＯＮＵ装置電
源の電圧を監視してもよい。
【００３０】
　電圧監視ＬＳＩ２０７は、１次電源回路２０１の出力電圧が所定の閾値を下回った場合
に、ＯＮＵ装置電源の断が発生したと判断し、ＯＮＵ装置電源の断が発生したことを示す
ＯＮＵ装置電源監視結果をＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ出力する。または、電圧監視ＬＳＩ２
０７は１次電源回路２０１の出力電圧をＯＮＵ装置電源監視結果としてＭＡＣ＿ＬＳＩ２
０８へ出力し、１次電源回路２０１の出力電圧と閾値との比較に基づくＯＮＵ装置電源の
断の検出はＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８において実行されてもよい。
【００３１】
　ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＯＮＵ装置１１０に接続されたパーソナルコンピュータ１１
やＶｏＩＰ電話機１２（通信装置）との間でＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩ
Ｐ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４（通信インタフェース）を介して通信を行う。
【００３２】
　たとえば、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿
ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４から出力された各上り信号に対するＭＡＣ層の処理を行い、ＭＡＣ
層の処理を行った各上り信号をＰＯＮ光モジュール２０９へ出力する。また、ＭＡＣ＿Ｌ
ＳＩ２０８は、ＰＯＮ光モジュール２０９から出力された下り信号に対するＭＡＣ層の処
理を行う。そして、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＭＡＣ層の処理を行った下り信号を、その
下り信号の宛先に応じてＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３またはＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ
２０４へ出力する。
【００３３】
　また、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３からの信号の入力断に
基づいて、ＵＮＩポートのリンク断を検出する。そして、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＵＮ
Ｉポートのリンク断を検出すると、ＵＮＩポートリンク断を通知するイベントノーティフ
ィケーション（Ｅｖｅｎｔ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）ＯＡＭフレームをＰＯＮ光モジ
ュール２０９へ出力する。
【００３４】
　また、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４からの信号の入力断
に基づいて、ＶｏＩＰポートのリンク断を検出する。そして、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、
ＶｏＩＰポートのリンク断を検出すると、ＶｏＩＰポートリンク断を通知するイベントノ
ーティフィケーションＯＡＭフレームをＰＯＮ光モジュール２０９へ出力する。
【００３５】
　また、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、電圧監視ＬＳＩ２０７から出力されたＯＮＵ装置電源
監視結果に基づいて、ＯＮＵ装置電源の断の有無を判断する。そして、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２
０８は、ＯＮＵ装置電源の断が発生した場合に、ＯＮＵ装置電源の断を通知するダイイン
グギャスプＯＡＭフレームをＰＯＮ光モジュール２０９へ出力する。
【００３６】
　ダイイングギャスプＯＡＭフレームは、所定のビット領域（Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐ）の
値を“１”としたインフォメーションＯＡＭフレーム（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＯＡＭ
フレーム）である。所定のビット領域（Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓｐ）については後述する（図
１０，図１１参照）。
【００３７】
　ＰＯＮ光モジュール２０９は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８から出力された上り信号やＯＡＭ
フレームを光信号に変換し、変換した光信号を、ＰＯＮインタフェース（ＰＯＮ－ＩＦ）
を介して送信する。ＰＯＮ光モジュール２０９から送信された光信号は、光カプラ１２１
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～１２８のうちのＯＮＵ装置１１０が接続された光カプラを介してＯＬＴ装置１３０によ
り受信される。
【００３８】
　また、ＰＯＮ光モジュール２０９は、光カプラ１２１～１２８のうちのＯＮＵ装置１１
０が接続された光カプラを介してＯＬＴ装置１３０から送信された下りの光信号を電気信
号に変換する。そして、ＰＯＮ光モジュール２０９は、電気信号に変換した下り信号をＭ
ＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ出力する。
【００３９】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置の保護回路）
　図３は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置の保護回路の一例を示す図である。図３におい
て、図２に示した部分と同様の部分については同一の符号を付して説明を省略する。図３
に示すように、図２に示した保護回路２０６は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電源回路
２０５とＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８との間の電源供給用の配線に対して並列に接続された大容
量のコンデンサ３０１～３０３，…により実現することができる。ただし、保護回路２０
６の構成はこれに限らず、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ供給されるＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源を、
商用電源１３からＯＮＵ装置１１０へ供給されるＯＮＵ装置電源の断から一時的に保護可
能な各種の回路とすることができる。
【００４０】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置のＭＡＣ＿ＬＳＩ）
　図４は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置のＭＡＣ＿ＬＳＩの一例を示す図である。図４
において、実線３１は主信号用の配線を示し、破線３２は制御監視用の配線を示す。図２
に示したＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、たとえば、図４に示すように、ＵＮＩ－ＩＦ終端部４
０１と、ＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２と、ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３と、パーサ４０４と
、上り信号バッファ４０５と、上りＳＥＲＤＥＳ４０６と、を備える。また、ＭＡＣ＿Ｌ
ＳＩ２０８は、下りＳＥＲＤＥＳ４０７と、パーサ４０８と、下り信号バッファ４０９と
、監視制御インタフェース４１０と、監視制御処理部４１１と、フラグ情報記憶部４１２
と、を備える。ＳＥＲＤＥＳはＳＥＲｉａｌｉｚｅｒ／ＤＥＳｅｒｉａｌｉｚｅｒの略で
ある。ＭＵＸはＭｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ（マルチプレクサ）の略である。ＤＥＭＵＸはｄ
ｅＭｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ（デマルチプレクサ）の略である。
【００４１】
　ＵＮＩ－ＩＦ終端部４０１は、図２に示したＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３との間のＵ
ＮＩインタフェースを終端する。たとえば、ＵＮＩ－ＩＦ終端部４０１は、ＵＮＩ＿ＰＨ
Ｙ＿ＬＳＩ２０３から出力された上り信号をＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３へ出力する。また
、ＵＮＩ－ＩＦ終端部４０１は、ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３から出力された下り信号をＵ
ＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３へ出力する。
【００４２】
　ＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２は、図２に示したＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４との間
のＶｏＩＰインタフェースを終端する。たとえば、ＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２は、Ｖｏ
ＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４から出力された上り信号をＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３へ出力
する。また、ＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２は、ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３から出力された
下り信号をＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４へ出力する。
【００４３】
　ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３は、ＵＮＩ－ＩＦ終端部４０１およびＶｏＩＰ－ＩＦ終端部
４０２から出力された各上り信号を多重化（ＭＵＸ）し、多重化した上り信号をパーサ４
０４へ出力する。また、ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３は、下り信号バッファ４０９に格納さ
れた下り信号を読み出し、読み出した下り信号を宛先に応じてＵＮＩ－ＩＦ終端部４０１
またはＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２へ出力する。
【００４４】
　パーサ４０４は、ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ４０３から出力された上り信号（たとえばパケッ
ト）のうちの、ＰＯＮインタフェースカード１３１へ送信すべき上り信号を判別し、判別
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した上り信号を上り信号バッファ４０５に格納する。また、パーサ４０４は、ＭＵＸ・Ｄ
ＥＭＵＸ４０３から出力された上り信号のうちの、ＯＮＵ装置１１０を宛先とする制御信
号など、ＰＯＮインタフェースカード１３１へ送信すべきでない上り信号については上り
信号バッファ４０５に格納しない。
【００４５】
　上りＳＥＲＤＥＳ４０６は、上り信号バッファ４０５に格納された上り信号（主信号ま
たは制御信号）を読み出し、読み出した上り信号をパラレルデータからシリアルデータに
変換する。そして、上りＳＥＲＤＥＳ４０６は、シリアルデータに変換した上り信号を図
２に示したＰＯＮ光モジュール２０９へ出力する。
【００４６】
　たとえば、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、上り信号バッファ４０５に格納した各情報（上り
信号）を、ＰＯＮインタフェースカード１３１から指示されたタイミングで読み出して上
りＳＥＲＤＥＳ４０６からＰＯＮ光モジュール２０９へ出力する。ＰＯＮインタフェース
カード１３１から指示されたタイミングは、ＰＯＮインタフェースカード１３１に接続さ
れた各ＯＮＵ装置のうちの自装置に割り当てられた上り信号の送信タイミングである。
【００４７】
　下りＳＥＲＤＥＳ４０７は、ＰＯＮ光モジュール２０９から出力された下り信号をシリ
アルデータからパラレルデータに変換する。そして、下りＳＥＲＤＥＳ４０７は、パラレ
ルデータに変換した下り信号をパーサ４０８へ出力する。
【００４８】
　パーサ４０８は、下りＳＥＲＤＥＳ４０７から出力された下り信号（たとえばパケット
）のうちの、パーソナルコンピュータ１１やＶｏＩＰ電話機１２へ送信すべき下り信号を
判別し、判別した下り信号を下り信号バッファ４０９に格納する。また、パーサ４０８は
、下りＳＥＲＤＥＳ４０７から出力された下り信号のうちの、ＯＮＵ装置１１０を宛先と
する制御信号など、パーソナルコンピュータ１１やＶｏＩＰ電話機１２へ送信すべきでな
い下り信号については下り信号バッファ４０９に格納しない。
【００４９】
　監視制御処理部４１１は、監視制御インタフェース４１０を介して、ＵＮＩ－ＩＦ終端
部４０１およびＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２を監視する。そして、監視制御処理部４１１
は、ＵＮＩ－ＩＦ終端部４０１およびＶｏＩＰ－ＩＦ終端部４０２の監視結果に基づいて
、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４との間のリンク
断を監視する（リンク断監視）。
【００５０】
　また、監視制御処理部４１１は、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３との間のリンク断を検
出すると、ＵＮＩポートリンク断を通知するイベントノーティフィケーションＯＡＭフレ
ームを生成する。また、監視制御処理部４１１は、ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４との
間のリンク断を検出すると、ＶｏＩＰポートリンク断を通知するイベントノーティフィケ
ーションＯＡＭフレームを生成する。
【００５１】
　そして、監視制御処理部４１１は、生成したイベントノーティフィケーションＯＡＭフ
レームを、監視制御インタフェース４１０を介して上り信号バッファ４０５に上り信号と
して格納する。ただし、監視制御処理部４１１は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームを
送信することを示すフラグ情報がフラグ情報記憶部４１２に記憶されている場合は、イベ
ントノーティフィケーションＯＡＭフレームを上り信号バッファ４０５に格納しない。
【００５２】
　また、監視制御処理部４１１は、図２に示した電圧監視ＬＳＩ２０７から出力されたＯ
ＮＵ装置電源監視結果に基づいて、ＯＮＵ装置電源の断の有無を判断する。また、監視制
御処理部４１１は、ＯＮＵ装置電源の断が発生した場合に、ＯＮＵ装置電源の断を通知す
るダイイングギャスプＯＡＭフレームを生成する。そして、監視制御処理部４１１は、生
成したダイイングギャスプＯＡＭフレームを、監視制御インタフェース４１０を介して上
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り信号バッファ４０５に上り信号として格納する。
【００５３】
　また、監視制御処理部４１１は、ＯＮＵ装置電源の断が発生した場合に、ＯＮＵ装置電
源の断を検出したこと、すなわちダイイングギャスプＯＡＭフレームを送信することを示
すフラグ情報をフラグ情報記憶部４１２に記憶させる。フラグ情報記憶部４１２は、フラ
グ情報を記憶するメモリである。
【００５４】
　また、監視制御処理部４１１は、ＯＮＵ装置電源の断が発生した場合に、その時点で上
り信号バッファ４０５にイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームが格納されてい
た場合は、そのイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームを破棄してもよい。これ
により、ＯＮＵ装置電源の断が発生する前に発生したポートリンク断を通知するイベント
ノーティフィケーションＯＡＭフレームを送信しないようにすることができる。このため
、イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームの送信待ちでダイイングギャスプＯＡ
Ｍフレームが送信できないことによるダイイングギャスプＯＡＭフレームの取りこぼしを
防ぐことができる。
【００５５】
（実施の形態にかかるＯＬＴ装置のＰＯＮインタフェースカードおよびコントロールイン
タフェースカード）
　図５は、実施の形態にかかるＯＬＴ装置のＰＯＮインタフェースカードおよびコントロ
ールインタフェースカードの一例を示す図である。図１に示したＯＬＴ装置１３０のＰＯ
Ｎインタフェースカード１３１（＃１～＃Ｎ）のそれぞれは、たとえば図５に示すＰＯＮ
インタフェースカード１３１により実現することができる。図５においては、ＰＯＮイン
タフェースカード１３１の各処理部のうちの上り信号に関する処理部について説明する。
【００５６】
　図５に示すＰＯＮインタフェースカード１３１は、８個のＰＯＮ光モジュール５１１（
＃１～＃８）と、ＭＡＣ＿ＬＳＩ５１２と、ＣＮＩ光モジュール５１８と、を備える。Ｃ
ＮＩはＣｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ（コアネットワークインタフェー
ス）の略である。
【００５７】
　ＰＯＮ光モジュール５１１（＃１～＃８）は、それぞれ図１に示したＰＯＮポート１３
２（＃１～＃８）から入力された光信号を電気信号に変換する。そして、ＰＯＮ光モジュ
ール５１１（＃１～＃８）のそれぞれは、電気信号に変換した上り信号をＭＡＣ＿ＬＳＩ
５１２へ出力する。
【００５８】
　ＭＡＣ＿ＬＳＩ５１２は、パーサ５１３と、主信号キュー５１４と、ＯＡＭキュー５１
５と、制御監視部５１６と、外部制御インタフェース５１７と、を備える。
【００５９】
　パーサ５１３は、ＰＯＮ光モジュール５１１（＃１～＃８）から出力された上り信号が
主信号および制御信号のいずれであるかを判別する。制御信号は、たとえばＯＡＭフレー
ムである。パーサ５１３は、主信号と判別した上り信号を主信号キュー５１４に格納する
。また、パーサ５１３は、ＯＡＭフレーム（制御信号）と判別した上り信号をＯＡＭキュ
ー５１５に格納する。
【００６０】
　ＯＡＭはスロープロトコル（ｓｌｏｗ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）であるため、ＯＡＭキュー
５１５はたとえば主信号キュー５１４に比べて容量が小さく設定される。このため、ＯＡ
Ｍキュー５１５に格納されたＯＡＭフレームは、たとえば多くのＯＮＵ装置１１０からＰ
ＯＮインタフェースカード１３１へバースト的にＯＡＭフレームが送信された場合にオー
バーフローし易い。
【００６１】
　制御監視部５１６は、ＯＡＭキュー５１５に格納されたＯＡＭフレームの制御監視を行
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う。たとえば、制御監視部５１６は、外部制御インタフェース５１７を介してコントロー
ルインタフェースカード１３３からＯＡＭフレームの情報の読み出しの指示を受け付ける
。
【００６２】
　また、制御監視部５１６は、ＯＡＭフレームの情報の読み出しの指示を受け付けると、
ＯＡＭキュー５１５に格納されたＯＡＭフレームのうちの該当するＯＡＭフレームを読み
出す。つぎに、制御監視部５１６は、読み出したＯＡＭフレームに基づくシステム管理者
が利用可能な通知情報を生成する。そして、制御監視部５１６は、生成した通知情報を、
外部制御インタフェース５１７を介してコントロールインタフェースカード１３３へ送信
する。
【００６３】
　図１に示したコントロールインタフェースカード１３３は、たとえば、図５に示すよう
に、ＯＬＴ制御監視部５２１と、ＣＯＭポートインタフェース５２２と、を備える。ＯＬ
Ｔ制御監視部５２１は、ＣＯＭポートインタフェース５２２を介したパーソナルコンピュ
ータ１４からの制御により、ＰＯＮインタフェースカード１３１の制御監視を行う。
【００６４】
　たとえば、ＯＬＴ制御監視部５２１は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ５１２の外部制御インタフェー
ス５１７を介して、制御監視部５１６に対してＯＡＭフレームの情報の読み出しを指示す
る。また、ＯＬＴ制御監視部５２１は、ＯＡＭフレームの情報の読み出しの指示に対して
制御監視部５１６から外部制御インタフェース５１７を介して出力された通知情報を取得
する。そして、ＯＬＴ制御監視部５２１は、取得した通知情報を、ＣＯＭポートインタフ
ェース５２２を介してパーソナルコンピュータ１４へ送信する。
【００６５】
　ＣＯＭポートインタフェース５２２は、図１に示したＣＯＭポート１３４に接続された
パーソナルコンピュータ１４とコントロールインタフェースカード１３３との間のインタ
フェースである。
【００６６】
　パーソナルコンピュータ１４は、ＣＯＭポートインタフェース５２２を介してＯＬＴ制
御監視部５２１に対してＯＡＭフレームの情報の読み出しを指示する。そして、ＯＬＴ制
御監視部５２１からＣＯＭポートインタフェース５２２を介してＯＡＭフレームに基づく
通知情報が出力されると、出力された通知情報をパーソナルコンピュータ１４のユーザ（
システム管理者）へ出力する。
【００６７】
　ＣＮＩ光モジュール５１８は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ５１２の主信号キュー５１４に格納され
た上り信号を読み出し、読み出した上り信号を光信号に変換する。そして、ＣＮＩ光モジ
ュール５１８は、変換した上り信号を、上位装置インタフェースを介して上位装置へ送信
する。上位装置は、ＯＬＴ装置１３０が接続されたコアネットワークの装置である。
【００６８】
（実施の形態にかかる通信システムにおけるＯＮＵ装置電源断時のＯＡＭフレームの送信
処理）
　図６は、実施の形態にかかる通信システムにおけるＯＮＵ装置電源断時のＯＡＭフレー
ムの送信処理の一例を示すシーケンス図である。図１に示した商用電源１３からＯＮＵ装
置１１０へ供給されるＯＮＵ装置電源の断が発生した場合に、通信システム１００におい
てはたとえば図６に示す各ステップが実行される。まず、商用電源１３からＯＮＵ装置１
１０へ供給されるＯＮＵ装置電源の断が発生したとする（ステップＳ６０１）。ＯＮＵ装
置１１０は、ステップＳ６０１におけるＯＮＵ装置電源の断を検出する。このＯＮＵ装置
電源の断の検出は、たとえば図２に示した電圧監視ＬＳＩ２０７により実行される。
【００６９】
　つぎに、ＯＮＵ装置１１０が、ＯＮＵ装置電源の断を通知するダイイングギャスプＯＡ
ＭフレームのＰＯＮインタフェースカード１３１への繰り返し送信を開始する（ステップ
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Ｓ６０２）。ステップＳ６０２におけるダイイングギャスプＯＡＭフレームの送信は、た
とえば図２に示したＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実行される。
【００７０】
　つぎに、ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２からＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およ
びＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４へ供給されるＰＨＹ＿ＬＳＩ用電源の断が発生する（
ステップＳ６０３）。このＰＨＹ＿ＬＳＩ用電源の断は、ステップＳ６０１におけるＯＮ
Ｕ装置電源の断に起因して発生する。このＰＨＹ＿ＬＳＩ用電源の断により、ＵＮＩ＿Ｐ
ＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４の動作が停止し、ＵＮＩ＿Ｐ
ＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４におけるポートリンク断が発
生する。
【００７１】
　ＯＮＵ装置１１０は、このＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿Ｌ
ＳＩ２０４におけるポートリンク断を検出する。このポートリンク断の検出は、ＭＡＣ＿
ＬＳＩ２０８がＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４か
らの入力信号の断を検出することによって実行される。
【００７２】
　ただし、ＯＮＵ装置１１０は、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３におけるＵＮＩポートリ
ンク断を通知するイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームをＰＯＮインタフェー
スカード１３１へ送信しない。また、ＯＮＵ装置１１０は、ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２
０４におけるＶｏＩＰポートリンク断を通知するイベントノーティフィケーションＯＡＭ
フレームをＰＯＮインタフェースカード１３１へ送信しない。
【００７３】
　これは、イベントの優先度としてはＯＮＵ装置電源の断の方がＵＮＩポートリンク断や
ＶｏＩＰポートリンク断より高く、ＯＮＵ装置１１０はステップＳ６０２によりＯＮＵ装
置電源の断を通知するダイイングギャスプＯＡＭフレームの送信を行っているためである
。すなわち、ＯＮＵ装置１１０は、ＯＮＵ装置電源の断を通知するダイイングギャスプＯ
ＡＭフレームを送信する場合は、ＵＮＩポートリンク断やＶｏＩＰポートリンク断を通知
するイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームを送信しない。
【００７４】
　つぎに、ステップＳ６０１におけるＯＮＵ装置電源の断に起因して、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２
０８へ供給されるＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源の断が発生する（ステップＳ６０４）。ステップ
Ｓ６０１からステップＳ６０４までの期間Ｔ１においては、保護回路２０６のコンデンサ
３０１～３０３，…によって、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ供給されるＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源
が維持される。このように、保護回路２０６により、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ供給される
ＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源の断は、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿
ＬＳＩ２０４におけるポートリンク断より後になる。
【００７５】
　図６に示したように、ＯＮＵ装置１１０は、ＯＮＵ装置電源の断を通知するダイイング
ギャスプＯＡＭフレームを送信する場合は、イベントノーティフィケーションＯＡＭフレ
ームを送信しない。これにより、過剰なイベントノーティフィケーションＯＡＭフレーム
の送信を抑制することができる。
【００７６】
　したがって、たとえば停電等により一斉に多数のＯＮＵ装置１１０においてＯＮＵ装置
電源の断が発生しても、多数のＯＮＵ装置１１０からイベントノーティフィケーションＯ
ＡＭフレームがバースト的にＯＬＴ装置１３０へ発出されることを回避することができる
。このため、ＯＬＴ装置１３０のＯＡＭキュー５１５においてＯＡＭフレームのオーバー
フローが発生してダイイングギャスプＯＡＭフレームが破棄されることを回避することが
できる。
【００７７】
　システム管理者において、ダイイングギャスプＯＡＭフレームが取得できれば、障害の
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発生原因の解析については、ＵＮＩポートリンク断やＶｏＩＰポートリンク断を通知する
イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームは不要な情報である。このため、ダイイ
ングギャスプＯＡＭフレームを送信する場合はイベントノーティフィケーションＯＡＭフ
レームを送信しない構成としても、障害の発生原因の解析への影響は小さい。
【００７８】
　たとえば、ＰＯＮインタフェースカード１３１における通信の障害が発生した場合に、
イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームがバースト的に送信されてダイイングギ
ャスプＯＡＭフレームの取りこぼしが発生したとする。この場合に、たとえば、システム
管理者は、ＰＯＮインタフェースカード１３１における通信の障害の原因が、ＰＯＮ－Ｉ
Ｆの光ファイバの断であるのか、またはＯＮＵ装置電源断であるのかを区別することがで
きない。これに対して、システム管理者は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームが取得で
きれば、ＰＯＮ－ＩＦの光ファイバの断などと区別して、ＯＮＵ装置電源断が発生したと
判断することができる。
【００７９】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置におけるＯＮＵ装置電源断時の各部の電圧の変化）
　図７は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置におけるＯＮＵ装置電源断時の各部の電圧の変
化を示す図である。図７において、横軸は時間を示す。１次電源回路出力電圧７１０は、
図２に示した１次電源回路２０１からＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２へ供給される
電源の電圧であって、電圧監視ＬＳＩ２０７によって監視される電圧を示す。
【００８０】
　ＭＡＣ＿ＬＳＩ入力電圧７２０は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ入力されるＭＡＣ＿ＬＳＩ
用電源の電圧を示す。ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路出力電圧７３０は、図２に示したＰ
ＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路２０２からＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿
ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０４へ供給される電源の電圧を示す。
【００８１】
　横軸の時刻ｔ１において、ＯＮＵ装置電源の断（ＯＮ→ＯＦＦ）が発生したとする。こ
の場合に、１次電源回路出力電圧７１０およびＭＡＣ＿ＬＳＩ入力電圧７２０は、時刻ｔ
１から低下し、時刻ｔ４においてほぼ０［Ｖ］になる。一方、ＭＡＣ＿ＬＳＩ入力電圧７
２０は、保護回路２０６によって時刻ｔ３まで低下せず、時刻ｔ３から低下する。時刻ｔ
１から時刻ｔ３までの期間は、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８へ入力されるＭＡＣ＿ＬＳＩ用電源
の電圧が保護回路２０６によって維持される電圧低下保護期間Ｔ２である。
【００８２】
　閾値ＴＨは、図２に示した電圧監視ＬＳＩ２０７が１次電源回路出力電圧７１０の監視
に用いる閾値である。時刻ｔ１から１次電源回路出力電圧７１０が低下し、時刻ｔ２にお
いて１次電源回路出力電圧７１０が閾値ＴＨを下回ることにより電圧監視ＬＳＩ２０７に
よってＯＮＵ装置電源の断が検出されたとする。この場合に、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、
時刻ｔ２から時刻ｔ３までの期間において、ＰＯＮインタフェースカード１３１へダイイ
ングギャスプＯＡＭフレームを送信する。
【００８３】
　ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路出力電圧７３０がほぼ０［Ｖ］になる時刻ｔ４において
、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ＵＮＩポートリンク断やＶｏＩＰポートリンク断を検出する
。ただし、ＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームを送信するため
、ＵＮＩポートリンク断やＶｏＩＰポートリンク断を通知するイベントノーティフィケー
ションＯＡＭフレームは送信しない。
【００８４】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置によるダイイングギャスプＯＡＭフレームの発出処理）
　図８は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置によるダイイングギャスプＯＡＭフレームの発
出処理の一例を示すフローチャートである。実施の形態にかかるＯＮＵ装置１１０は、ダ
イイングギャスプＯＡＭフレームの発出処理として、たとえば図８に示す各ステップを実
行する。
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【００８５】
　まず、ＯＮＵ装置１１０は、ダイイングギャスプフラグを初期値の“０”に設定する（
ステップＳ８０１）。ダイイングギャスプフラグは、ダイイングギャスプＯＡＭフレーム
を送信するか否かを示すフラグ情報である。また、ダイイングギャスプフラグは、後述の
イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームの発出処理（図９参照）においても参照
可能なフラグ情報である。ステップＳ８０１は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実
行される。また、ダイイングギャスプフラグは、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８に含まれ
るメモリ（たとえばフラグ情報記憶部４１２）に記憶される。
【００８６】
　つぎに、ＯＮＵ装置１１０は、ＯＮＵ装置電源の電圧を検出する（ステップＳ８０２）
。ステップＳ８０２は、たとえば電圧監視ＬＳＩ２０７により実行される。つぎに、ＯＮ
Ｕ装置１１０は、ステップＳ８０２により検出したＯＮＵ装置電源の電圧が閾値ＴＨを下
回っているか否かを判断する（ステップＳ８０３）。ステップＳ８０３は、たとえば電圧
監視ＬＳＩ２０７またはＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実行される。
【００８７】
　ステップＳ８０３において、ＯＮＵ装置電源の電圧が閾値ＴＨを下回っていない場合（
ステップＳ８０３：Ｎｏ）は、ＯＮＵ装置１１０は、ステップＳ８０２へ戻る。ＯＮＵ装
置電源の電圧が閾値ＴＨを下回っている場合（ステップＳ８０３：Ｙｅｓ）は、ＯＮＵ装
置１１０は、ダイイングギャスプフラグを“１”に設定する（ステップＳ８０４）。ステ
ップＳ８０４は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実行される。
【００８８】
　また、ＯＮＵ装置１１０は、ＯＮＵ装置電源の断を通知するダイイングギャスプＯＡＭ
フレームを生成する（ステップＳ８０５）。ステップＳ８０１は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳ
Ｉ２０８により実行される。つぎに、ＯＮＵ装置１１０は、ステップＳ８０５によって生
成したダイイングギャスプＯＡＭフレームをＰＯＮインタフェースカード１３１へ向けて
発出し（ステップＳ８０６）、一連の処理を終了する。ステップＳ８０６は、たとえばＭ
ＡＣ＿ＬＳＩ２０８およびＰＯＮ光モジュール２０９により実行される。
【００８９】
　ステップＳ８０６において、ＯＮＵ装置１１０は、たとえばダイイングギャスプＯＡＭ
フレームを上り信号バッファ４０５に格納する。そして、ＯＮＵ装置１１０は、ＰＯＮイ
ンタフェースカード１３１から指示された時刻において、上り信号バッファ４０５に格納
したダイイングギャスプＯＡＭフレームを読み出して光信号により発出する。
【００９０】
　また、ＯＮＵ装置１１０は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームを上り信号バッファ４
０５に格納する際に、上り信号バッファ４０５のイベントノーティフィケーションＯＡＭ
フレームの破棄を行う処理を行ってもよい。すなわち、ＯＮＵ装置１１０は、その時点で
上り信号バッファ４０５にイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームが格納されて
いた場合は、そのイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームを破棄してもよい。
【００９１】
　これにより、ＯＮＵ装置電源の断が発生する前に発生したポートリンク断を通知するイ
ベントノーティフィケーションＯＡＭフレームを送信しないようにすることができる。こ
のため、イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームの送信待ちでダイイングギャス
プＯＡＭフレームが送信できないことによるダイイングギャスプＯＡＭフレームの取りこ
ぼしを防ぐことができる。
【００９２】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置によるイベントノーティフィケーションＯＡＭフレーム
の発出処理）
　図９は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置によるイベントノーティフィケーションＯＡＭ
フレームの発出処理の一例を示すフローチャートである。実施の形態にかかるＯＮＵ装置
１１０は、イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームの発出処理として、たとえば
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図９に示す各ステップを実行する。また、ＯＮＵ装置１１０は、図９に示すイベントノー
ティフィケーションＯＡＭフレームの発出処理を、図８に示したダイイングギャスプＯＡ
Ｍフレームの発出処理と並行して実行する。
【００９３】
　まず、ＯＮＵ装置１１０は、ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ２０３およびＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿
ＬＳＩ２０４におけるＵＮＩポートリンクおよびＶｏＩＰポートリンクの状態を検出する
（ステップＳ９０１）。ステップＳ９０１は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実行
される。
【００９４】
　つぎに、ＯＮＵ装置１１０は、ステップＳ９０１による検出結果に基づいて、ＵＮＩポ
ートリンクおよびＶｏＩＰポートリンクの少なくともいずれかが断か否かを判断する（ス
テップＳ９０２）。ステップＳ９０２は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実行され
る。ＵＮＩポートリンクおよびＶｏＩＰポートリンクのいずれも断でない場合（ステップ
Ｓ９０２：Ｎｏ）は、ＯＮＵ装置１１０は、ステップＳ９０１へ戻る。
【００９５】
　ステップＳ９０２において、ＵＮＩポートリンクおよびＶｏＩＰポートリンクの少なく
ともいずれかが断である場合（ステップＳ９０２：Ｙｅｓ）は、ＯＮＵ装置１１０は、ダ
イイングギャスプフラグが“１”であるか否かを判断する（ステップＳ９０３）。ダイイ
ングギャスプフラグは、図８に示したダイイングギャスプＯＡＭフレームの発出処理によ
り設定されるフラグ情報である。ステップＳ９０３は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８に
より実行される。
【００９６】
　ステップＳ９０３において、ダイイングギャスプフラグが“１”である場合（ステップ
Ｓ９０３：Ｙｅｓ）は、ＯＮＵ装置１１０は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームを送信
する、またはダイイングギャスプＯＡＭフレームを送信したと判断することができる。こ
の場合は、ＯＮＵ装置１１０は、イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームをＰＯ
Ｎインタフェースカード１３１へ発出せずにステップＳ９０１へ戻る。
【００９７】
　ステップＳ９０３において、ダイイングギャスプフラグが“１”でない場合（ステップ
Ｓ９０３：Ｎｏ）は、ＯＮＵ装置１１０は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームを送信し
ないと判断することができる。この場合は、ＯＮＵ装置１１０は、ＵＮＩポートリンクお
よびＶｏＩＰポートリンクの少なくともいずれかにおける断を通知するイベントノーティ
フィケーションＯＡＭフレームを生成する（ステップＳ９０４）。ステップＳ９０４は、
たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８により実行される。
【００９８】
　つぎに、ＯＮＵ装置１１０は、ステップＳ９０４によって生成したイベントノーティフ
ィケーションＯＡＭフレームをＰＯＮインタフェースカード１３１へ向けて発出し（ステ
ップＳ９０５）、一連の処理を終了する。ステップＳ９０５は、たとえばＭＡＣ＿ＬＳＩ
２０８およびＰＯＮ光モジュール２０９により実行される。
【００９９】
　ステップＳ９０５において、ＯＮＵ装置１１０は、たとえば、イベントノーティフィケ
ーションＯＡＭフレームを上り信号バッファ４０５に格納する。そして、ＯＮＵ装置１１
０は、ＰＯＮインタフェースカード１３１から指示された時刻において、上り信号バッフ
ァ４０５に格納したイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームを読み出して光信号
により発出する。
【０１００】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレーム）
　図１０は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームの一例を示す図で
ある。実施の形態にかかるＯＮＵ装置１１０は、たとえば図１０に示すＯＡＭフレーム１
０００をＰＯＮインタフェースカード１３１へ送信する。
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【０１０１】
　ＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００１（Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ａｄｄｒｅ
ｓｓ）は、ＯＡＭフレーム１０００の宛先アドレス（たとえばＰＯＮインタフェースカー
ド１３１のアドレス）を示す６オクテットの領域である。ＯＡＭフレーム１０００のフィ
ールド１００２（Ｓｏｕｒｃｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）は、ＯＡＭフレーム１０００の送信元
アドレス（たとえばＯＮＵ装置１１０のアドレス）を示す６オクテットの領域である。
【０１０２】
　ＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００３（Ｔｙｐｅ）は、ＯＡＭフレーム１００
０のタイプを示す２オクテットの領域である。たとえば、フィールド１００３の値は、ス
ロープロトコルを示す“０ｘ８８－０９”となる。
【０１０３】
　ＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００４（Ｓｕｂｔｙｐｅ）は、ＯＡＭフレーム
１０００のサブタイプを示す１オクテットの領域である。たとえば、フィールド１００４
の値は、ＯＡＭを示す“０ｘ０３”となる。
【０１０４】
　ＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００５（Ｆｌａｇｓ）は、ＯＡＭフレーム１０
００に設定可能なフラグ情報の２オクテットの領域である。フィールド１００５（Ｆｌａ
ｇｓ）については後述する（たとえば図１１参照）。ＯＡＭフレーム１０００のフィール
ド１００６（Ｃｏｄｅ）は、ＯＡＭフレーム１０００の種別を示す１オクテットの領域で
ある。フィールド１００６（Ｃｏｄｅ）については後述する（たとえば図１２参照）。
【０１０５】
　ＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００７（Ｄａｔａ／Ｐａｄｄｉｎｇ）は、ＯＡ
Ｍフレーム１０００により伝送されるデータやパディングのための４２～１４９６オクテ
ットの領域である。ＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００８（ＦＣＳ）は、ＯＡＭ
フレーム１０００のＦＣＳ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｈｅｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ：フレームチェ
ックシーケンス）を示す４オクテットの領域である。
【０１０６】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームのＦｌａｇｓフィールド）
　図１１は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームのＦｌａｇｓフィ
ールドの一例を示す図である。図１０に示したＯＡＭフレーム１０００のフィールド１０
０５（Ｆｌａｇｓ）は、たとえば図１１に示すフィールド１００５とすることができる。
たとえば、図１１に示すフィールド１００５のビット領域１１０１（Ｄｙｉｎｇ　Ｇａｓ
ｐ）の値を“１”にすることで、ＯＡＭフレーム１０００を、ＯＮＵ装置電源の断を通知
する上述したダイイングギャスプＯＡＭフレームとすることができる。
【０１０７】
（実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームのＣｏｄｅフィールド）
　図１２は、実施の形態にかかるＯＮＵ装置が送信するＯＡＭフレームのＣｏｄｅフィー
ルドの一例を示す図である。図１０に示したＯＡＭフレーム１０００のフィールド１００
６（Ｃｏｄｅ）は、たとえば図１２のテーブル１２００に示す値をとり得る。たとえば、
ＯＡＭフレーム１０００を上述したダイイングギャスプＯＡＭフレームとして送信する場
合は、ＯＮＵ装置１１０は、フィールド１００６（Ｃｏｄｅ）の値を“０ｘ００”（Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＯＡＭ）とする。これにより、ＯＡＭフレーム１０００をダイイン
グギャスプＯＡＭフレーム（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＯＡＭ）とすることができる。
【０１０８】
　また、ＯＡＭフレーム１０００を上述したイベントノーティフィケーションＯＡＭフレ
ームとして送信する場合は、ＯＮＵ装置１１０は、フィールド１００６（Ｃｏｄｅ）の値
を“０ｘ０１”（Ｅｖｅｎｔ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ＯＡＭ）とする。これにより
、ＯＡＭフレーム１０００をイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームとすること
ができる。
【０１０９】
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（実施の形態にかかる通信システムにおけるＯＡＭキューの負荷の低減）
　実施の形態にかかる通信システム１００におけるＯＡＭキュー５１５の負荷の低減につ
いて説明する。ここでは、図１に示したように５１２個のＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５
１２）を収容するＰＯＮインタフェースカード１３１（＃１）について説明する。
【０１１０】
　また、５１２個のＯＮＵ装置１１０（＃１～＃５１２）が、地域の大規模停電等で一斉
にＯＮＵ装置電源の断になり、それぞれダイイングギャスプＯＡＭフレームを４回ずつＰ
ＯＮインタフェースカード１３１（＃１）へ送信するとする。さらに、ＯＮＵ装置１１０
（＃１～＃５１２）が、それぞれＵＮＩポートリンク断およびＶｏＩＰポートリンク断を
通知する２個のイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームをＰＯＮインタフェース
カード１３１へ送信すると仮定する。
【０１１１】
　従来技術においては、ＰＯＮインタフェースカード１３１が受信するＯＡＭフレームの
総数は、（ダイイングギャスプＯＡＭフレームの数）＋（イベントノーティフィケーショ
ンＯＡＭフレームの数）＝（５１２＊４）＋（５１２＊２）＝３０７２個となる。
【０１１２】
　これに対して、実施の形態にかかる通信システム１００においては、ＰＯＮインタフェ
ースカード１３１が受信するＯＡＭフレームの総数は、（ダイイングギャスプＯＡＭフレ
ームの数）＝（５１２＊４）＝２０４８個となる。このため、実施の形態にかかる通信シ
ステム１００においては、ＰＯＮインタフェースカード１３１が受信しＯＡＭキュー５１
５に格納されるＯＡＭフレームの総数を従来技術より約３３［％］低減できる。
【０１１３】
　これにより、ＯＡＭキュー５１５の容量を大きくしなくてもＯＡＭキュー５１５におけ
るＯＡＭフレームのオーバーフローを抑制し、優先度の高いダイイングギャスプＯＡＭフ
レームの取りこぼしを防止することができる。
【０１１４】
　このように、実施の形態にかかる通信装置によれば、自装置へ供給される電力の断と第
１通信インタフェースによる通信の断の両方を検出した場合、通信の断を示す情報と、電
力の断を示す情報のうち、電力の断を示す情報を、第２インタフェースを介して送信する
ことができる。たとえば、自装置へ供給される電力の断を検出した場合は、通信の断を検
出しても通信の断を示す情報は送信せずに、電力の断を示す情報を所定の通信装置へ送信
することができる。これにより、多数の通信装置において一斉に電力の断が発生しても、
通信の断を示す情報の送信を抑制し、所定の通信装置における電力の断を示す情報の取り
こぼしを防ぐことができる。
【０１１５】
　たとえば、ＯＮＵ装置１１０によれば、ＯＮＵ電力の断を検出した場合は、ポートリン
ク断を検出してもイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームは送信せずに、ダイイ
ングギャスプＯＡＭフレームを所定の通信装置へ送信することができる。所定の通信装置
は、たとえばＰＯＮインタフェースカード１３１である。これにより、地域停電等により
多数のＯＮＵ装置１１０において一斉にＯＮＵ電力の断が発生しても、過剰な情報である
イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームの送信を抑制することができる。このた
め、ＰＯＮインタフェースカード１３１のＯＡＭキュー５１５のオーバーフローによるダ
イイングギャスプＯＡＭフレームの取りこぼしを防ぐことができる。
【０１１６】
　以上説明したように、通信装置、通信システムおよび通信方法によれば、多数の通信装
置において電力の断が発生しても、電力の断を示す情報の取りこぼしを防ぐことができる
。
【０１１７】
　たとえば、従来、ＯＮＵ電力の断を通知するダイイングギャスプＯＡＭフレームの発出
処理と、ＵＮＩポートリンク断やＶｏＩＰポートリンク断を通知するイベントノーティフ
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ィケーションＯＡＭフレームの発出処理と、は独立して行われていた。このため、地域停
電などにより複数のＯＮＵにおいてＯＮＵ電力の断が発生した場合に、ダイイングギャス
プＯＡＭフレームに加えて多数のイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームがバー
スト的にＯＬＴへ送信されていた。このため、ＯＬＴにおいてＯＡＭフレームのオーバー
フローが発生し、ダイイングギャスプＯＡＭフレームの取りこぼしが発生する場合があっ
た。
【０１１８】
　また、ダイイングギャスプＯＡＭフレームをイベントノーティフィケーションＯＡＭフ
レームと合わせて発出することも考えられる。しかしながら、この場合はイベントノーテ
ィフィケーションＯＡＭフレームの生成までダイイングギャスプＯＡＭフレームの発出を
待たせることになる。このため、ＯＮＵのＭＡＣ＿ＬＳＩがダイイングギャスプＯＡＭフ
レームを発出できないまま電源断となってしまう場合がある。
【０１１９】
　これに対して、上述した実施の形態にかかるＯＮＵ装置１１０によれば、図８，図９に
示したように、ダイイングギャスプＯＡＭフレームの発出処理とイベントノーティフィケ
ーションＯＡＭフレームの発出処理とを連携させることができる。すなわち、ＯＮＵ装置
１１０は、ダイイングギャスプＯＡＭフレームを発出する場合はイベントノーティフィケ
ーションＯＡＭフレームを発出しないようにすることができる。
【０１２０】
　これにより、地域停電などにより複数のＯＮＵ装置１１０においてＯＮＵ電力の断が発
生しても、多数のイベントノーティフィケーションＯＡＭフレームがバースト的にＯＬＴ
装置１３０へ送信されることを回避することができる。このため、ＯＬＴ装置１３０にお
いてＯＡＭフレームのオーバーフローが発生することを抑制し、ダイイングギャスプＯＡ
Ｍフレームの取りこぼしを防止することができる。
【０１２１】
　また、ＯＮＵ装置１１０によれば、イベントノーティフィケーションＯＡＭフレームの
生成を待たずにダイイングギャスプＯＡＭフレームを発出することができる。このため、
ＯＮＵ装置１１０のＭＡＣ＿ＬＳＩ２０８がダイイングギャスプＯＡＭフレームを発出で
きないまま電源断となってしまうことを防止することができる。
【０１２２】
　上述した各実施の形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０１２３】
（付記１）第１通信インタフェースを介する通信の断を検出した場合に、前記通信の断を
示す情報を、第２通信インタフェースを介して送信する通信回路と、
　前記通信回路へ供給される電力の断を検出した場合に、前記通信回路に電力を供給する
保護回路と、
　を備え、
　前記通信回路は、前記電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力
によって、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して送信し、
　前記電力の断と前記通信の断の両方を検出した場合、前記通信の断を示す情報と、前記
電力の断を示す情報のうち、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを
介して送信する、
　ことを特徴とする通信装置。
【０１２４】
（付記２）自装置はパッシブオプティカルネットワークにおける加入者側の光通信装置で
あり、
　前記第２通信インタフェースは前記パッシブオプティカルネットワークにおける収容局
側の光通信装置との間の通信インタフェースである、
　ことを特徴とする付記１に記載の通信装置。
【０１２５】
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（付記３）前記電力の断が検出された場合に、前記電力の断が検出されたことを示すフラ
グ情報を記憶する記憶部を備え、
　前記通信回路は、前記記憶部に前記フラグ情報が記憶されている場合は、前記通信の断
を検出しても前記通信の断を示す情報を送信しない、
　ことを特徴とする付記１または２に記載の通信装置。
【０１２６】
（付記４）前記通信回路は、前記通信の断を検出した場合に前記通信の断を示す情報を送
信バッファに格納し、前記電力の断が検出された場合に前記電力の断を示す情報を前記送
信バッファに格納し、前記送信バッファに格納した各情報を、前記第２通信インタフェー
スを介して指示されたタイミングで送信し、前記電力の断を検出した場合に前記送信バッ
ファに格納された前記通信の断を示す情報を破棄することを特徴とする付記１～３のいず
れか一つに記載の通信装置。
【０１２７】
（付記５）複数の第１通信装置と、第２通信装置と、を含む通信システムにおいて、
　前記複数の第１通信装置のそれぞれは、第１通信インタフェースを介する通信の断を検
出した場合に、前記通信の断を示す情報を、第２通信インタフェースを介して前記第２通
信装置へ送信する通信回路と、前記通信回路へ供給される電力の断を検出した場合に、前
記通信回路に電力を供給する保護回路と、を備え、
　前記通信回路は、前記電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力
によって、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して前記第２通
信装置へ送信し、前記電力の断と前記通信の断の両方を検出した場合、前記通信の断を示
す情報と、前記電力の断を示す情報のうち、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信イ
ンタフェースを介して前記第２通信装置へ送信し、
　前記第２通信装置は、前記複数の第１通信装置から送信された前記通信の断を示す情報
および前記電力の断を示す情報を格納する格納部と、前記格納部によって格納された情報
を出力する出力部と、を備える、
　ことを特徴とする通信システム。
【０１２８】
（付記６）第１通信インタフェースを介する通信の断を検出した場合に、前記通信の断を
示す情報を、第２通信インタフェースを介して送信する通信回路と、前記通信回路へ供給
される電力の断を検出した場合に、前記通信回路に電力を供給する保護回路と、を備える
通信装置による通信方法であって、
　前記電力の断が検出された場合に、前記保護回路から供給される電力によって、前記電
力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを介して送信し、
　前記電力の断と前記通信の断の両方を検出した場合、前記通信の断を示す情報と、前記
電力の断を示す情報のうち、前記電力の断を示す情報を、前記第２通信インタフェースを
介して送信する、
　ことを特徴とする通信方法。
【符号の説明】
【０１２９】
　１１，１４　パーソナルコンピュータ
　１２　ＶｏＩＰ電話機
　１３　商用電源
　１００　通信システム
　１１０　ＯＮＵ装置
　１２１～１２８　光カプラ
　１３０　ＯＬＴ装置
　１３１　ＰＯＮインタフェースカード
　１３２　ＰＯＮポート
　１３３　コントロールインタフェースカード
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　１３４　ＣＯＭポート
　２０１　１次電源回路
　２０２　ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路
　２０３　ＵＮＩ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ
　２０４　ＶｏＩＰ＿ＰＨＹ＿ＬＳＩ
　２０５　ＭＡＣ＿ＬＳＩ用２次電源回路
　２０６　保護回路
　２０７　電圧監視ＬＳＩ
　２０８，５１２　ＭＡＣ＿ＬＳＩ
　２０９，５１１　ＰＯＮ光モジュール
　３０１～３０３　コンデンサ
　４０１，４０２　ＩＦ終端部
　４０３　ＭＵＸ・ＤＥＭＵＸ
　４０４，４０８，５１３　パーサ
　４０５　上り信号バッファ
　４０６　上りＳＥＲＤＥＳ
　４０７　下りＳＥＲＤＥＳ
　４０９　下り信号バッファ
　４１０　監視制御インタフェース
　４１１　監視制御処理部
　４１２　フラグ情報記憶部
　５１４　主信号キュー
　５１５　ＯＡＭキュー
　５１６　制御監視部
　５１７　外部制御インタフェース
　５１８　ＣＮＩ光モジュール
　５２１　ＯＬＴ制御監視部
　５２２　ＣＯＭポートインタフェース
　７１０　１次電源回路出力電圧
　７２０　ＭＡＣ＿ＬＳＩ入力電圧
　７３０　ＰＨＹ＿ＬＳＩ用２次電源回路出力電圧
　１０００　ＯＡＭフレーム
　１００１～１００８　フィールド
　１１０１　ビット領域
　１２００　テーブル
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